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1 .用いた動物は雑犬lC頗で うち無処置対照犬は 4 頭， MNNG 投与犬は 6頭であった。 MNNG 投
与犬 6頭中， 3頭の幼若犬は実験開始時，生後 4.5 カ月であり，残り 3頭は生後 1 年以上を経た成
犬であった。
2. N-methyl-N' -nitro-N -nitrosoguanidine は60μg/ml の濃度の水溶液にして， 1 頭あたり 1 日 200ml
ずつ，日曜を除く毎日，飲料水として摂取させた。飼料はオリエンタル犬用固形飼料を， 1 日 250g
ず、つ投与した。 MNNG の投与期間は成犬が27カ月，幼若犬が 22.5 カ月であり，その投与総量は，
それぞれ来守 8g と章句 7gで、あった。










c )幽門前庭部には， 1 頭の犬で 1 個の肩平隆起が，他の 1 頭の犬では良性漬壌がみられた。
2. 胃粘膜の組織学的所見
















g) 幽門腺領域粘膜は，多くの場合，胃角付近で軽度の萎縮性変化がみられた。腫痩性変化は， 1 
頭で，隆起に一致して軽度の異型腺管の増生巣が， 1 カ所みられたにすぎなかった。
3. 死因，ならびにその他の所見
a) 6 頭中 4 頭にむいて，小腸のリンパ肉腫や，その他の肉腫が，死因または衰弱の原因であった。




1) 6頭の犬に N-methyトN'-nitro-N-nitrosoguanidine を経口投与し，胃癌の発生を試みた。
2 )肉眼的に 4 頭の胃には，大小多数の隆起性腫癌が体上部前壁を中心にみられた。










しかるに，最近，ラット胃腺癌が， N-methyl-N'-nitro-N-nitrosoguanidine (MNNG) の経口投与によ
り，高率に作られるようになった。
本研究は，この MNNG を，形態，組織や生理機能の面で，人に近似している犬に，飲料水として
経口摂取させ，胃癌を作ることを試みている。そして， 6頭中 2頭の胃体上部前壁に，各々 1 カ所ず、
つ隆起性病変に一致して，癌病巣を作ることに成功した。またこの，犬に発生した胃癌は，人間のそ
れと区別がつかない程，肉眼像，組織像ともよく似通っている。
以上の犬胃癌発生実験は，方法が簡単であるうえに，投与法も，最も自然に近いものであり，胃癌
がどのような状態にある胃粘膜から，どのような変化を経て発生し，発育するか，という様なことや，
またそのほかの，人では不可能な，胃癌の本態解明のための，基礎的臨床的研究を可能にする点で，
画期的なものであり，高く評価されるべきであると思う。
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